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62 一般会計 1,300,646

特別会計 0
再任用職員 12

任 期 付 職 2
【基本姿勢】
　教育委員会は、「第2次日向市総合計画・後期基本計画」（令和3年度～6年度）に掲げる将来像「海・山・人がつながり　笑顔で暮らせる元気なまち」の実
現に向け、「ふるさとを愛し心豊かな人が育つ、個性が尊重されるまち」を目指し、各施策に取り組みます。

　快適な環境の中で互いに学び合い、それぞれの個性を伸ばし、自分で考えて行動できる「生きる力」　を身に付けた子どもの育成を目指します。
　地域社会が一体となって子どもを守り育むことで、郷土の文化や資源に誇りを感じ、ふるさとを愛する人材の育成を目指します。
　人権が尊重され、互いに認め合い、それぞれの個性を生かしながら幸せに暮らせる社会の実現を目指します。

【総合計画・基本理念】
　（１）人権尊重
　　　○一人ひとりが尊重され、誰もが自由に個性と能力を発揮し、平和を尊ぶ心を育む教育を推進します。
　（２）市民協働
　　　○学校、家庭、地域が連携しながら、ふるさと日向市を愛し、心豊かな人材の育成を目指します。
　（３）地域力活用
　　　○学校、家庭、地域が連携しながら子どもを守り育むことで、社会に貢献する人材を育みます。

48,749

【総合計画・基本目標】
　01-01　生きる力を育む教育の推進
　　〇学ぶ意欲や学力の向上を図るため、キャリア教育、小中一貫教育、コミュニティ・スクールの三位一体の教育や、外国語教育等の取組を推進します。
　　〇学校ＩＣＴ環境を活用するため、デジタル教材の導入や持ち帰り学習の充実を図るとともに、教員のＩＣＴ活用指導力の向上に取り組み、児童生徒の
　　　情報活用能力の育成を図ります。
　　〇幼児教育と小学校教育の円滑な接続を充実させるため、スタートカリキュラムの活用を図るとともに、幼保小中連絡協議会の実施などを通して、
　　　幼稚園・保育所・認定こども園・小学校の連携を強化します。
　　〇特別支援教育の充実を図るため、児童生徒の特性に応じた支援を調整するケース会議の効率化や関係機関との連携強化に努めます。

特別会計 0

職　員　数　　　　　　　（人） 当初予算額　　　　　　　　（千円） 令和４年度中に策定予定の計画　　（根拠法令等）

（兼務5、研修等2）

前年度繰越額（千円）

会 計 年 度
任 用 職 員

95
一般会計

令和４年度　部局経営方針

部局名（課名） 教育委員会 部局長名 小林　英明



【総合計画・基本目標】
  01-02  魅力ある教育体制や環境の充実
　　〇問題や悩みを抱える児童生徒の相談支援体制の充実のため、学校や関係機関と情報を共有しながら、いじめや不登校、虐待の防止に努めます。
　　○学校の働き方改革を推進するため、県統合(校務支援）システム導入による事務の効率化を図るとともに、教育課程の工夫や国の支援事業の活用
　　　に取り組みます。
　　〇児童生徒の健康づくり推進のため、検診や食育の実施、さらには検診後の健康指導に取り組みます。
　　○安全安心な教育環境の充実を図るため、学校施設の整備や環境に配慮した学校設備の改修及び適正な維持補修に努めます。
　　〇国の法令や衛生基準に基づき、適切な施設管理に努め、安全安心な学校給食を提供します。
　　〇食物アレルギーがある児童生徒については、家庭や学校と情報共有を図りながら、安全安心な食物アレルギー対応に努めます。
　　〇学校給食費の公会計化に向けて、円滑な移行に努めます。
　
　01-03　地域が一体となった青少年の育成
　　 ○地域全体で子どもを守り育てる事業に積極的に取り組むとともに、子どもたちが地域に誇りを持てるような取組を推進していきます。
　　 〇中学生が自らの夢に向かって様々な課題にチャレンジする取組の支援や、市内の文化施設等を活用した体験学習の実施により、
　　　日向市の良さを再発見するなど、未来のふるさとを担う人材の育成に取り組みます。

　01-04　社会教育の推進
　　 ○地域社会で生きがいをもって暮らしていける環境づくりに努め、生涯学習・社会教育の充実・振興を図るとともに学びの循環につなげていきます。

　01-05　図書館サービスの充実
　　〇市民が生涯学習の場として利用しやすい図書館を目指し、図書館機能の充実に努めるとともに、安全で安心な環境づくりに努めます。
　　〇ブックスタート運動やおはなし会など、関係機関や図書館ボランティアと連携しながら、読書活動の推進に努めます。
　　〇学校図書館司書の配置など、学校図書館の機能を充実させ、読書の楽しさを伝える環境づくりに取り組みます。

  01-06　地域文化の保存・継承・活用
　　○地域に伝わる文化財を広く周知することで郷土愛を育むとともに、後世へと伝えていくため、その保存と活用に取り組みます。
　　○各団体等の芸術文化活動を支援し、市民が芸術や文化に親しむ環境の整備を図ります。
　　○若山牧水をはじめとした地域の先人の顕彰や情報発信を積極的に行い、市民の郷土愛を深めるとともに、ふるさとに誇りを持つ人材の育成
　　　を図ります。

　01-07　スポーツ活動の推進と環境づくり
　　○生涯スポーツと競技スポーツの各種事業を推進し、市民の健康増進や心身の健康及びアスリートの育成を図ります。
　　○スポーツ施設を安全・安心に利用できるよう適切な管理に努めます。

　01-08　人権・平和の尊重
　　○沖縄県に中学生を派遣する平和交流事業を実施し、平和学習の推進を図ります。
　　〇市学校人権・同和教育推進協議会や市人権・同和研究大会の充実を図り、人権・同和問題に対する教職員等の正しい理解の促進に努めます。

　01-10　国際化への対応と国際交流の推進
　　〇国際感覚豊かなこどもを育成するため、外国語指導助手（ＡＬＴ）と触れ合いながら学ぶ機会の充実に努めます。



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位

1

1　コミュニ
ティ・スクール
制度に基づく
学校運営協議
会を開催し、学
校の教育方針
を踏まえ、地
域などと連携
した学校教育
を行います。

学
校
教
育
課

　学校運営協議会
において、単なる説
明や情報開示だけ
になっており、地域
人材が参画する学
校運営協議会に
至っていない学校も
あり、取組に差が出
ています。

コミュニ
ティ・ス
クール
（小・中学
校）に要
する経費

　コミュニティ・スクール推進
上の課題や各学校の取組
状況を把握し、研修の充実
を図ることで、課題の解決を
図るとともに、地域の方々の
参画を得ながら地域とともに
ある学校づくりを推進しま
す。

　各学校に活動の年間
計画と活動の方向性に
ついて報告を求め、そ
の内容に応じて協議会
に参加、進捗状況を見
ながら状況に応じた研
修会を開催するなど支
援を行います。

　各学校が取り組んで
いる小中一貫教育や
キャリア教育について、
委員と協議を行う場を
運営協議会の中に設
定し、「社会に開かれた
教育課程」が推進され
るよう取り組みます。

各学校に
おける学
校運営協
議会の開
催回数
（1協議会
ごとの平
均）

4 回

2

2　小中一貫教
育の推進のた
めに、中学校
区で作成した
グランドデザイ
ンを基に、９年
間を見据えた
系統的で一貫
性のある教育
に取り組みま
す。

学
校
教
育
課

　各中学校区でグラ
ンドデザインを作成
し、９年間で目指す
子ども像や学校像
を共有しながら、系
統的で一貫性のあ
る教育活動を行って
います。

小中連
携・一貫
推進事業

　小中一貫教育推進上の課
題を整理し、さらなる充実を
図るために、コミュニティ・ス
クールやキャリア教育と関わ
りをもたせた研修の充実を
図ります。

　小中一貫教育推進上
の課題を整理し、更な
る取組の充実を図るた
めの研修会を実施しま
す。
　また、既に作成してい
るグランドデザインにつ
いて見直しを含めた研
修会を実施します。

　各中学校区内で、９年
間で育てたい子どもの
姿を意識した日々の取
組について、学校運営
協議会委員や保護者、
地域の方々に向けて情
報発信を行います。

小中一貫
教育合同
研修会を1
回以上実
施した中
学校区数

7
中学
校区

3

3　幼児期の体
験や学びを円
滑に小学校の
学習につなぐ
取組を推進し、
幼児教育との
連携・充実に
努めます。

学
校
教
育
課

　幼稚園、保育所、
認定こども園、小学
校の職員が合同で
の研修会を通して、
接続の重要性を共
通理解しています。

―

　小学校と幼稚園等の職員
が互いに交流しながら、共に
学ぶことができる研修を実
施するとともに、めざす子ど
もの姿を具体的に示すた
め、｢スタートカリキュラム｣や
「アプローチカリキュラム」の
見直しを行います。

　小学校と幼稚園等が
互いに授業等を参観・
交流し、それぞれの子
どもの実態を共有する
とともに、｢スタートカリ
キュラム｣等の取組を支
援します。

　めざす子どもの姿を
具体的に示すため、ス
タートカリキュラム｣や
「アプローチカリキュラ
ム」の見直しを行い、今
後の活用について共通
理解を図ります。

幼保小連
携協議会
の開催回
数

3 回

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェク
ト

１　生
きる
力を
育む
教育
の推
進

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

授業の内容が
よく分かると答
えた児童生徒
の割合

【R1】
89.0％

↓

【R6】
90.0％

施策の内容
所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題
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4

4　学校ＩＣＴ環
境の整備を推
進し、ＩＣＴを効
果的に活用し
た教育を行い
ます。

学
校
教
育
課

　年次的にパソコン
の更新は行っている
ものの通信環境機
器に不具合が生じ
ている学校がありま
す。また、整備され
た機器を活用したわ
かる授業実施への
支援が必要です。

学校ICT
環境整備
事業（小
学校）（中
学校）

　GIGAスクール構想により
整備したタブレットの有効活
用を図るため、ＩＣＴ支援員の
派遣を行うほか、必要な研
修等を実施します。また、 ＩＣ
Ｔ環境を適切に維持していく
ため、必要な整備に取り組
みます。

　ICTを活用した効果的
な授業を行うため、
ハードウェア･ソフトウェ
アの取扱研修を実施す
るほか、ＩＣＴ支援員の
派遣を行います。

　授業での活用方法に
ついて研究を進めてい
くほか、 ＩＣＴ環境を適
切に維持管理していく
ため、必要な整備に取
り組みます。

教員のICT
活用指導
力の調査
における、
「授業に
ICTを活用
して指導す
る能力」に
ついて、
「できる・や
やできる」
と回答する
教員の割
合

78.2 ％

5

5　将来を見据
えた通学区域
の検討を行い
ます。

学
校
教
育
課

　本市の小中学校
数は、人口規模から
みると多い状況にあ
り、学校規模の適正
化について研究や
協議が必要です。

就学支援
委員会・
通学区域
審議会の
運営に要
する経費

　学校の適正配置について
協議するため、庁内検討委
員会を設置し、基本的な方
向性について検討を行いま
す。

　学校の適正配置の方
向性を協議するため、
庁内検討委員会を開催
し、課題等の抽出を行
います。

　庁内検討委員会を開
催し、学校の適正配置
の課題等について整理
を行うとともに、今後の
方向性について協議を
行います。

庁内検討
委員会の
開催

2 回

6

２　魅
力あ
る教
育体
制や
環境
の充
実

不登校児童生
徒が学校に復
帰した割合

【R1】
26.8％
↓
【R6】
29.1％

1　スクール
ソーシャル
ワーカーを配
置し、児童生
徒の悩み相談
など心のケア
を行います。

学
校
教
育
課

　児童生徒が抱える
悩みや問題は、
様々な社会的背景
を反映し多様化する
とともに、増加傾向
にあります。その解
決には、学校外の
専門機関との連携
を図る必要がありま
す。

スクール
サポート
事業

　児童生徒の相談に対し、ス
クールソーシャルワーカーを
派遣し、きめ細かな対応を
行うとともに、専門的で福祉
的な知見を活かし、生活環
境の見直しや関係機関との
連携を充実させます。また、
学校職員を対象に福祉的な
視点での児童生徒のサポー
トの支援方法について研修
を行います。

　各学校を定期的に訪
問するほか、対応する
ケースの多い学校につ
いては、生徒指導部会
に参加するなど、積極
的な情報の収集に努め
ます。また、要保護児
童対策地域協議会に
出席し、情報の収集と
提供に努めながら、福
祉部局との連携強化を
図ります。

　スクールソーシャル
ワーカーを活用し、学
校の要請に応じて事案
の対応に努めます。ま
た、関係機関との情報
共有を図ることで、問題
の発見、予防、解決の
機能を高めます。

不登校児
童生徒が
学校に復
帰した割
合

20 ％

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェク
ト

１　生
きる
力を
育む
教育
の推
進

授業の内容が
よく分かると答
えた児童生徒
の割合

【R1】
89.0％

↓

【R6】
90.0％
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7

不登校児童生
徒が学校に復
帰した割合

【R1】
26.8％
↓
【R6】
29.1％

2　適応指導教
室などで児童
生徒の不登校
解消に向けた
相談・指導を
行います。

学
校
教
育
課

　複雑な社会的背
景を反映し、学校へ
の不適応から不登
校になる生徒は、本
市でも増加傾向に
あります。その解決
には、学校と連携し
ながら、個別の特性
や状況に応じたきめ
細かな指導を行う必
要があります。

スクール
サポート
事業

　学校以外での学習の場を
提供するとともに、安心でき
る居場所としての機能の充
実を図ります。また、学校や
関係機関と連携を図ること
で、児童生徒本人や家庭へ
の効果的な支援を行いま
す。さらにタブレット端末の
効果的な活用を図り、個別
の学習保障に努めるととも
に、リモート機能を活用し
て、これまで以上に学級や
教職員との交流を図り、学
校復帰の一助とします。

　適応指導教室での指
導を通じて、各児童生
徒の状況に応じた指導
を行いながら、学校と
の情報共有を月に１回
行うほか、保護者との
面談を積極的に行い、
学校復帰へのプランニ
ングを協働で行いま
す。また、児童生徒本
人と学校との接点が途
切れないよう、タブレッ
ト端末等を活用した取
組を充実させます。

　スクールカウンセ
ラー、スクールソーシャ
ルワーカー、生徒指導
アドバイザーと連携を
図りながら、不登校及
び不登校傾向にある児
童生徒の自立を促す働
きかけを、学校と協力し
て、児童生徒及び家庭
に対して行います。

不登校児
童生徒が
学校に復
帰した割
合

20 ％

9 -

4　児童生徒が
安全で安心し
て教育を受け
られるよう、学
校施設の改
修・整備に努
めます。

教
育
総
務
課

　施設の経年劣化
により教育環境向
上が求められてい
ます。

小学校各
校整備事
業
中学校各
校整備事
業

　継続的に取り組んでいる、
体育館の高所照明器具の
改修に取り組みます。

　夏期休業等を利用し
て、教育に影響のない
ように改修工事を実施
します。

　中学校バスケットコー
ト改修、東郷学園プー
ル改修を実施します。

小中学校
の体育館
の高所照
明をＬＥＤ
照明への
改修率

100 ％

10

３　地
域が
一体
と
なっ
た青
少年
の育
成

-

1　世代間交流
活動を支援し、
地域における
教育力を高
め、子どもたち
の豊かな心と
たくましく生き
る力を育みま
す。

生
涯
学
習
課

　地域における体験
活動をとおして子ど
もの健全育成に寄
与していますが、実
施団体が固定化し
ているため新たな団
体の取組を促す必
要があります。

地域教育
力活性化
事業

　地域教育力活性化推進事
業については、申請団体の
増加につなげるため、PTA
や育成会、それに区長会な
どを通じて周知を行い、本事
業の目的である世代間交流
活動などをとおして、子ども
たちの豊かな心とたくましく
生きる力の育成を図ります。

地域教育力活性化推
進事業受託団体募集、
委託契約
児童生徒健全育成事
業補助金交付決定、活
動への助言、実施状況
確認

地域教育力活性化推
進事業活動への助言、
実施状況確認

大人の参
加割合

50 ％

２　魅
力あ
る教
育体
制や
環境
の充
実１　未

来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェク
ト



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

11

３　地
域が
一体
と
なっ
た青
少年
の育
成

-

2　地域の協力
により放課後
子ども教室を
開設し、子ども
たちが安全に
安心して過ご
すことのできる
居場所づくりに
努めます。

生
涯
学
習
課

　令和２年度より新
たに夏季休業期間
中にも開設した教室
があり、全体的に活
動日数も増加してい
ますが、子どもの活
動を見守るサポー
ターが少ない教室も
あり、新たなサポー
ターの確保が課題
です。

放課後子
ども教室
推進事業

　放課後に小学校等を利用
し、地域住民の参画を得て
子どもたちと行う勉強、屋外
活動、文化活動などの取組
を支援します。また、サポー
ターの協力を得て、七夕やク
リスマスなど季節にあった行
事を積極的に取り入れてい
きます。新たな取組として、
各教室のサポーターの研修
会を開催し、資質の向上を図
ります。
　平岩小、細島小、塩見小、
美々津小、寺迫小、東郷学
園（２教室）にて開設

保護者説明会、参加児
童の受け入れ、活動支
援、定例指導者会の開
催、サポーター研修会
の開催

参加児童の受け入れ、
活動支援、定例指導者
会の開催

登録児童
数

220 人

12

1　ブックスター
ト事業として、
乳幼児に絵本
を贈り、本に親
しむ機会を提
供します。

図
書
館

　７か月・１歳６か月・
３歳児健診に合わせ
て絵本を贈っていま
すが、本を渡すだけ
で、活用方法等につ
いては伝えられてい
ません。
　コロナ禍に対応した
健診スタイルの中、
保護者の方とお話し
できる機会を作ること
が必要です。

児童サー
ビスに要
する経費

　絵本を贈る際に、ブックス
タートについて説明を行い、
絵本の大切さを紹介する小
冊子を渡して読書の必要性
を伝えるとともに、貸出カー
ドの作成案内、おはなし会等
のイベントの案内を渡して、
図書館利用の契機としま
す。

○ブックスタート
　７か月児健診時に絵
本１冊、布製バック、パ
ンフレットを配布
○ブックスタートプラス
　１歳６か月児健診時
に絵本１冊配布
○ブックスタートツープ
ラス
　３歳児健診時に絵本
１冊配布
○おはなし会・春のと
しょかんまつりの案内

○ブックスタート
　７か月児健診時に絵
本１冊、布製バック、パ
ンフレットを配布
○ブックスタートプラス
　１歳６か月児健診時
に絵本１冊配布
○ブックスタートツープ
ラス
　３歳児健診時に絵本1
冊配布
○おはなし会・秋のと
しょかんまつりの案内

ブックス
タート対象
者に対し
て配布で
きた割合

100 ％

13

2　図書館、学
校図書館、公
民館図書室が
連携し、子ども
の読書活動を
支援します。

図
書
館

学
校
教
育
課

　公立公民館図書
室に配本したり、学
校図書室に図書館
の蔵書を団体貸出
ししたりして、子ども
の読書環境の充実
に努めていますが、
コロナ禍により、巡
回図書が休止して
いる状態です。

図書館
サービス・
資料の充
実に要す
る経費

　公立公民館図書室への配
本、学校や児童クラブ、放課
後子ども教室等への団体貸
出しを行います。
　学校図書館担当の司書を
置いて、学校図書館との連
携を図ります。

○中央公民館を除く公
立公民館図書室への
配本
○学校、幼稚園・保育
園、児童クラブ、放課後
子ども教室等への団体
貸出し
○学校図書館との連携
による調べ学習資料の
貸出し

○中央公民館を除く公
立公民館図書室への
配本
○学校、幼稚園・保育
園、児童クラブ、放課後
子ども教室等への団体
貸出し
○学校図書館との連携
による調べ学習資料の
貸出し

貸出冊数
（年間）

190,000 冊

４　読
書活
動の
推進

小学生、中学生
が１か月間に読
む読書冊数（平
均）

小学生
【R1】
13.6冊
↓
【R6】
15.0冊

中学生
【R1】
3.9冊
↓
【R6】
4.2冊

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェク
ト



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

14

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェク
ト

４　読
書活
動の
推進

小学生、中学生
が１か月間に読
む読書冊数（平
均）
小学生
【R6】
15.0冊

中学生
【R6】
4.2冊

3　学校図書館
司書を配置し、
児童生徒が読
書に親しむ環
境づくりに取り
組みます。

学
校
教
育
課

　学校図書館司書
は２～３校に１名を
配置しており、主に
図書室環境整備を
行っています。図書
室の月平均の貸出
冊数は県平均に達
していません。

読書活動
推進事業

　学校図書館司書や学校の
図書担当職員を対象に、学
校図書館の環境整備や活
用に関する研修(年２回）を
行い、子どもたちの更なる読
書意欲の向上につなげてい
きます。

　学校図書館司書が、
各学校の読書活動の
取組に対して、より効果
的な支援ができるよう、
学校や市立図書館との
連携の方法や授業にお
ける学校図書館の活用
についての研修を実施
します。

　相互に学校図書館の
取組を視察するなど情
報交換を行い、今後の
取組の改善など充実を
図っていきます。

小学生、
中学生が
１か月間
に読む読
書冊数
（平均）

小15
中  4

冊

15 -

1　「日向市全
ての人の人権
が尊重される
まちづくり条
例」に基づいた
人権教育や啓
発活動を推進
します。

学
校
教
育
課

　「日向市全ての人
の人権が尊重され
るまちづくり条例」に
従い、生涯学習課、
地域コミュニティ課
人権・同和行政推進
室と連携し、同和教
育をはじめとする人
権教育の充実に取
り組みます。

同和教育
の充実に
要する経
費

　教育集会所での活動をは
じめ、日向市人権・同和教育
研究大会、学校における実
践報告会などに取り組みま
す。

　教育集会所や、各種
研究大会、講演会等で
人権問題に関する学び
を深めます。

　教育集会所や、各種
研究大会、講演会等で
人権問題に関する学び
を深めます。

市・人権
同和教育
研究大会
への参加
者数

600 人

16 -

1　「日向市全
ての人の人権
が尊重される
まちづくり条
例」に基づいた
人権教育や啓
発活動を推進
します。

生
涯
学
習
課

　人権講座を４回開
催しており、平均し
て約６０人の参加者
がいます。内容につ
いてもタイムリーな
話題などを取り上げ
るようにしています。

社会教育
一般事務
費

人権講座の開催（４回）
広報誌、HP、これまでの参
加企業への案内などして、
参加者を募ります。

講師選定について、関
係部署や社会教育指
導員との協議

人権講座の開催（４回）

人権講座
の受講者
アンケート
における
満足度
（大変良
かった・良
かったと
回答した
参加者の
割合）

90 ％

17

３　郷
土愛
を育
む教
育の
推進

-

1　総合的な学
習の時間を活
用し、ふるさと
教育の充実を
図ります。

学
校
教
育
課

　児童生徒が郷土
の歌人「若山牧水」
の短歌等に親しむ
機会をさらに広げて
いく必要がありま
す。

牧水教育
事業

　牧水かるた大会の開催に
加え、牧水顕彰事業（青の
國若山牧水短歌大会･牧水
短歌甲子園大会）の情報提
供を行うなど、若山牧水に親
しむ機会への参加を促しま
す。

　国語科部会と協議を
行い、牧水かるた大会
を牧水生誕の月である
８月に設定して開催し
ます。

　牧水かるた大会をは
じめ、牧水顕彰事業へ
の参加状況等について
振り返りを行い、次年
度大会の開催方法等を
協議します。

牧水かる
た大会へ
の参加校
数

20 校

１　豊
かな
人権
感覚
を
持っ
た人
づくり

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェク
ト



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

18 -

2　囲碁教室の
開催など囲碁
文化の継承に
努めます。

学
校
教
育
課

　児童生徒数の減
少や余暇活動の多
様化、また授業時数
の確保等により、学
校と連携した取組が
困難な状況にありま
す。

「囲碁の
まち日向
市」モデル
事業

　日本棋院日向支部と連携
し「囲碁の次世代育成活動
事業」により初心者講座を開
催します。

　初心者講座を開催す
るほか、他機関との連
携方策について協議し
ます。

　初心者講座を開催す
るほか、他機関との連
携に向けた取組を進め
ます。

児童生徒
を対象と
した囲碁
教室の開
催回数

50 回

19 -

3　若山牧水の
短歌に親し
み、牧水への
理解を深めま
す。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

　牧水・短歌甲子園
や青の國若山牧水
短歌大会などを通じ
て、全国に牧水を発
信する事業に取り組
んでいますが、牧水
のふるさと日向市を
より多くの方に知っ
ていただくために、
さらなる顕彰活動が
必要です。

牧水顕彰
事業

・牧水記念文学館企画展
・牧水・短歌甲子園
・牧水祭
・青の國若山牧水短歌大会
・若山牧水賞記念講演会

・牧水記念文学館企画
展
・牧水・短歌甲子園（８
月）
・牧水祭（９月）
・若山牧水賞記念講演
会（７月）

・牧水記念文学館企画
展
・青の國若山牧水短歌
大会表彰式（12月）

牧水顕彰
事業参加
者数及び
文学館入
館者数
（年間）

4,800 人

20 -

4　中学生が思
い描いている
夢に向かい
チャレンジする
取組を支援し
ます。

生
涯
学
習
課

　子どもの夢サポー
ト事業では、新型コ
ロナウイルスの影響
もありますが、応募
者を増やすことが課
題であり、あらゆる
方策を探り、実施に
つなげていきます。

ふるさと
再発見！
子どもの
実現夢サ
ポート事
業

　夢サポート事業では、生徒
に関心を持ってもらい、申込
者数の増加につながるよう
周知方法の改善を図り、生
徒自身の夢に向かってチャ
レンジする取組を支援しま
す。
　ふるさと再発見事業では、
優れた芸術や文化に触れる
ことで感性を磨く契機とし、
日向市の良さを再発見し、
ふるさとに誇りを持つ取組を
推進します。

募集案内、選考委員会
の開催、補助対象者と
の打ち合わせ、実施に
向けた支援
ふるさと再発見事業に
伴うバスの予約

実施に向けた支援、報
告会の開催
ふるさと再発見事業に
伴うバスの予約

申込者数 17 人

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

３　郷
土愛
を育
む教
育の
推進



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

21

３　郷
土愛
を育
む教
育の
推進

学校給食食材
に占める地産地
消率
【R1】
61.4％
↓
【R6】
64.0％

5　学校給食へ
の地元食材の
活用や地産地
消交流学校給
食会の開催な
ど、学校給食
における地産
地消を推進し
ます。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　保護者が負担する
給食費で大量で規
格の揃った安価な
食材を購入する必
要があるため、市外
産、外国産の食材を
調達している状況が
あります。

給食調理
に要する
経費

　地元食材の購入に努めま
す。

　地元食材の購入に努
めます。

　地元食材の購入に努
めます。

学校給食
に占める
地元食材
の割合

64 ％

22

４
キャ
リア
教育
の充
実

「日向市が好
き」と答えた中
学生の割合
【R1】
82.4％
↓
【R6】
88.2％

1　産学官や地
域の大人が連
携し、「日向の
大人はみな子
どもたちの先
生」をスローガ
ンにキャリア教
育支援事業
「よのなか教
室」を市民運
動として推進し
ます。

学
校
教
育
課

　令和2年度はコロ
ナ禍により「よのな
か教室」を推進する
ことが十分にできま
せんでした。
コロナ禍の状況を踏
まえ、「よのなか教
室」の効果的な活動
について検討してい
る状況にあります。

キャリア
教育推進
事業

　「よのなか教室」について、
対面式とオンデマンド方式
やオンライン方式の充実を
継続して図るとともに、キャリ
ア教育の一体的な推進を図
るため、保護者や企業等に
広く、その内容を理解しても
らうよう取り組みます。

　対面式による「よのな
か教室」に加え、日向
市等の職業人による働
く意味や生き方につい
て学べる動画の作成を
行い、配信体制を整備
します。

　本市のこれからの
キャリア教育の在り方
について、キャリア教育
推進懇話会や同支援セ
ンター会議を開催し、今
後の方向性について検
討していきます。

23

５　高
校・
高等
専門
教育
機関
への
支援
の充
実

-

1　小学校・中
学校・高校の
連携強化や市
内の県立高校
の魅力向上へ
の支援など、
市内高校への
進学率の向上
に努めます。

学
校
教
育
課

　中学卒業後、子ど
もたちは市内外の
高校に通っている状
況にあります。市外
の高校に通う生徒も
多数おり、今後、更
に中学生に対して、
市内の高校の魅力
をアピールする必要
があります。

―

　中高連携等の機会を通し
て、高校の魅力や情報提供
を行うなど、市内高校への
関心を高める取組を充実し
ます。

　進路指導の時間等
で、市内の高校と中学
校が連携して学べる取
組等を検討していきま
す。

　各中学校における高
校説明会において、市
内の高校の魅力を十分
に発信してもらい、生徒
の関心が高まるよう取
り組みます。

「日向市
が好き」と
答えた中
学生の割
合

81 ％

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェク
ト



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

24

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

５　高
校・
高等
専門
教育
機関
への
支援
の充
実

-

4　放送大学宮
崎学習セン
ターの情報発
信や入学料に
対する市民へ
の支援など利
用促進に努め
ます。

生
涯
学
習
課

　放送大学宮崎学
習センターの学生数
が減少傾向にある
ため、入学者数を増
やす取組が必要で
す。

放送大学
支援事業

　放送大学宮崎学習セン
ター振興協議会が行う宮崎
学習センターの支援事業に
対して助成します。学習セン
ターが主催する公開講座な
どの開催が、放送大学の取
組に関心を持ってもらうこと
につながるため、様々な取
組を通じて、振興協議会と連
携を図り、入学者の増加に
努めていきます。
・宮崎学習センターに入学し
た市民に対し、入学料の２分
の１を補助します。

放送大学宮崎学習セン
ター振興協議会への補
助金交付、入学奨励補
助金の助成

広報ひゅうがへの入学
者募集情報の掲載、入
学奨励補助金の助成

入学奨励
金申請者
数

10 人

25 -

1　青の国若山
牧水短歌大会
や短歌甲子園
など、牧水顕
彰事業の拡充
に取り組みま
す。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

　牧水・短歌甲子園
や青の國若山牧水
短歌大会などを通じ
て、全国に牧水を発
信する事業に取り組
んでいますが、牧水
のふるさと日向市を
より多くの方に知っ
ていただくために、
さらなる顕彰活動が
必要です。

牧水顕彰
事業

・牧水記念文学館企画展
・牧水・短歌甲子園
・牧水祭
・青の國若山牧水短歌大会
・若山牧水賞記念講演会

・牧水記念文学館企画
展
・牧水・短歌甲子園（８
月）
・牧水祭（９月）
・若山牧水賞記念講演
会（７月）

・牧水記念文学館企画
展
・青の國若山牧水短歌
大会表彰式（12月）

牧水顕彰
事業参加
者数及び
文学館入
館者数
（年間）

4,800 人

26 -

2　若山牧水記
念文学館の来
館者増加や牧
水公園の利用
促進に取り組
みます。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

　牧水記念文学館
の来場者を増やす
ために、各種企画展
の開催をはじめ、東
郷町ふるさと公社や
各種団体等と連携
を図り、人を呼び込
む施策に取り組む
必要があります。

若山牧水
記念文学
館管理運
営費

・牧水記念文学館企画展
・牧水記念文学館企画
展

・牧水記念文学館企画
展

牧水記念
文学館入
館者数
（年間）

3,700 人

４　牧
水の
生誕
地・
東郷
を生
かし
た魅
力づ
くり

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェク
ト



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

27

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

５　重
要伝
統的
建造
物群
保存
地区
「美
々
津」を
生か
した
魅力
づくり

-

2　伝統的建造
物の保存修理
と町並みの良
好な景観形成
に取り組みま
す。

教
育
総
務
課

　特定物件の８３％
が大規模修理を終
え、歴史的な町並み
景観の復元が進ん
できていますが、空
き家の利活用と後
継者不足が課題で
す。

重要伝統
的建造物
群保存地
区保存整
備事業
（補助・単
独）

　国庫補助事業を活用して、
修理・修景事業に対する補
助事業を実施し、伝統的な
建造物の保存に取り組みま
す。

国庫補助事業　修景事
業１件
市単独事業　岡本家板
壁修理ほか３件

国庫補助事業　修景事
業１件
市単独事業　岡本家板
壁修理ほか３件

修理修景
等の補助
件数

5 件

28

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

５　重
要伝
統的
建造
物群
保存
地区
「美
々
津」を
生か
した
魅力
づくり

-

3　日向市歴史
民俗資料館な
どの公共施設
の利用促進に
取り組みます。

教
育
総
務
課

　コロナ禍で観光客
数が激減しています
が、アフターコロナ
や五輪によるインバ
ウンド増加を見据え
た対策が課題です。

歴史民俗
資料館管
理運営費

　指定管理者と連携して、日
向市歴史民俗資料館を核と
した伝建地区の活性化に取
り組みます。

　管理・運営の向上に
留意し施設の利用促進
に取り組みます。

　伝建地区で開催され
るおひなさん祭りを広く
PRし、施設の利用促進
に取り組みます。

日向市歴
史民俗資
料館入館
者数
（おひなさ
ん祭り期
間中）

200 人



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

29

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

９　新
たな
交流
拠点
の整
備研
究

-

1　新たな交流
拠点、知の拠
点としての役
割を果たす複
合的な機能を
備えた図書館
の整備につい
て調査研究を
行います。

図
書
館

　老朽化した図書館
の建て替えについ
て要望が出ていま
す。新たな交流拠
点、知の拠点として
の役割を果たす複
合的な機能を備え
た図書館の整備に
ついての調査研究
を行う必要がありま
す。

政策調査
費

　関係課協議を行うととも
に、先進事例に関する情報
収集や建設手法等に関する
調査研究を行い、今後の方
向性を検討します。

・他自治体の先進事例
について調査研究を行
います。
・関係課による協議を
行い今後の方向性を検
討します。

・先進事例に関する情
報収集と次年度以降の
スケジュールについて
検討します。

先進事例
として調
査研究を
行った自
治体の数

2 団体

30

１　健
康づ
くりの
推進

-

5　児童生徒の
健康づくりや
食育に取り組
みます。

学
校
教
育
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　望ましい食習慣を
身につけさせるため
に、「弁当の日」の
実施や、栄養教諭
による食育の出前
授業をとおして、食
育の推進を図る必
要があります。

―

　全小・中学校（特別な事情
のある学校を除く）におい
て、「弁当の日」を実施しま
す。また、栄養教諭による食
育の出前授業を行い、食育
の推進を図ります。

　食育授業の希望調査
を行い、栄養教諭によ
る食育授業を全小・中
学校で計画的に実施し
ます。

　「弁当の日」（特別な
事情のある学校を除く）
の取組の効果につい
て、各学校に周知した
上で、実施状況調査を
行います。

栄養教諭
による食
育の出前
授業回数

140 回

31

４　ス
ポー
ツを
生か
した
生き
がい
づくり
や健
康づ
くりの
推進

-

1スポーツイベ
ントを開催し、
スポーツに親
しむ機会の提
供や運動習慣
の定着に努め
ます。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

日向ひょっとこマラ
ソンの参加者数は、
どこの自治体でも同
様のイベントが開催
されており、年々減
少傾向となっていま
す。今後は、誰もが
参加できるスポーツ
イベントへの転換も
含めて方向性を検
討します。

日向
ひょっとこ
マラソン
大会開催
事業費

　「日向ひょっとこマラソン大
会」を３月の第２日曜日に約
400人のボランティアスタッフ
の協力を得て大会を実施し
ます。
・実行委員会　９回

実行委員会　５回
実行委員会　４回
大会の実施

大会参加
者数

1,500 人

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

２　笑
顔で
暮ら
せる
ス
ポー
ツ・健
康推
進プ
ロ
ジェク
ト
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令和4年度　成果指標
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課
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番
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ジェク
ト
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（KPI）
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32

市主催のス
ポーツ教室等へ
の参加者数（年
間）

【Ｒ1】
856人

↓

【R6】
920人

2　総合型ス
ポーツクラブへ
の支援など生
涯スポーツの
推進に取り組
みます。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

　市のスポーツ推進委
員が主管するスポーツ
教室は、子どもから高
齢者まで多くの市民が
参加していますが、参
加者が少ない教室も見
受けられ、さらなる啓発
や内容の見直しが必要
となっています。
　総合型地域スポーツ
クラブは、会員の増加
が図れていないことか
ら、自立した運営が難
しい状況となっていま
す。

生涯ス
ポーツ推
進事業

　スポーツ推進委員につい
ては、人員の確保に努め、
更なるスキルアップのため
研修会等に積極的に参加で
きるよう支援します。
　また、 「ひむかＹＯＵゆうク
ラブ」については、会員や活
動場所の確保、人材育成な
どの支援を行いながら、自
立した運営を目指します。

スポーツ教室　５事業２
６教室
総合型地域スポーツク
ラブの活動場所確保

スポーツ教室　５事業２
４教室
ミニバレーボール大会
みんなの体力測定会
総合型地域スポーツク
ラブ事務所場所確保

市が主催
するス
ポーツ教
室等参加
者数
（延数）

450 人

33

スポーツ施設の
利用者数（年
間）
【R1】
233,817人
↓
【R6】
234,000人

3　スポーツ施
設の適切な維
持管理や利用
促進を図りま
す。

教
育
総
務
課

　管理するほとんど
のスポーツ施設が
整備して年数が経
過し、老朽化が進行
しています。安全・
安心に利用できるよ
う計画的な維持管
理を行うことが必要
です。

お倉ヶ浜
総合公園
（野球場・
屋内運動
場以外）
管理運営
費他

　指定管理者と定期的に協
議を行い情報共有するととも
に、その他の施設は定期的
に点検を行い、必要に応じ
て修繕等を行います。

　施設管理委託契約を
行うとともに、定期的な
点検及び維持修繕に努
めます。

　定期的な点検及び維
持修繕に努めます。

スポーツ
施設の年
間利用者
数

140,000 人

34 -

4　国民スポー
ツ大会や全国
障害者スポー
ツ大会の開催
に向けた受入
体制の構築に
取り組みます。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

　国民スポーツ大会
での競技実施に向
けて、事務局の体制
づくり及び競技団体
等とのさらなる連携
が必要です。

国民ス
ポーツ大
会宮崎大
会推進事
業

　令和９年度に開催される国
民スポーツ大会宮崎大会に
向けて、今年度開催される
栃木国民体育大会を視察
し、早期に市準備委員会設
立等の準備を進めていきま
す。

先催県の本番までのス
ケジュール調査

栃木国民体育大会視
察
国民スポーツ大会市準
備委員会設立

視察協議
の回数

2 回

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

２　笑
顔で
暮ら
せる
ス
ポー
ツ・健
康推
進プ
ロ
ジェク
ト

４　ス
ポー
ツを
生か
した
生き
がい
づくり
や健
康づ
くりの
推進
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管
課
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番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
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現状と課題

35

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

２　笑
顔で
暮ら
せる
ス
ポー
ツ・健
康推
進プ
ロ
ジェク
ト

４　ス
ポー
ツを
生か
した
生き
がい
づくり
や健
康づ
くりの
推進

-

5　小学校、中
学校、高校が
連携し、競技
団体を中心に
アスリートの育
成に取り組み
ます。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

　国民スポーツ大会
等の全国規模の大
会出場を見据え、そ
れらの大会に出場す
る選手を育成するた
めには、小・中・高の
運動部活動の顧問
やスポーツ指導者と
競技団体をはじめ、
市民と行政が一体と
なって競技力向上に
取り組むことが重要
です。

競技ス
ポーツ推
進事業

　指導者を対象にした講演
会及び研修会を実施しま
す。
　また、体育協会加盟団体
のうち３競技団体に委託し、
競技別に小学生、中学生、
高校生を対象とした強化練
習を実施し、競技力の向上
を図ります。

講演会講師選定、依頼
委託事業３競技団体選
定

指導者を対象にした講
演会及び研修会実施
委託事業発表の場の
提供

講演会の
回数

2 回

36
子ども土
曜教室事
業

　従来どおり、７公民館で８
つの子ども土曜教室を募集
します。
新規事業として、中央公民
館で市内６年生対象の『子ど
も土曜講座＜声優のたまご
クラブ＞』を開設します。

延べ参加
者数

560 人

37
高齢者学
級支援事
業

　６つの公立公民館高齢者
学級の共通名称として『もっ
と学び隊』を加え、学習内容
にスマホ、相続、安全などを
組み込みます。

延べ参加
者数

360 人

38
公民館主
催講座事
業

　抽選になった人気講座は
再度開設します。自主学習
グループが激減しており、廃
止した分野を補完する講座
の開設や公民館発表会の
検討会を行います。

延べ参加
者数

2,700 人

募集案内、各講座の実
施
参加者アンケートの実
施

各講座の実施、
学習発表会の開催、
参加者アンケートの実
施

-

1　地域の核と
なる地区公民
館の機能強化
を図ります。

生
涯
学
習
課

　地区公民館では、
暮らしに役立つ講座
を開催し、仲間づく
りの場としても利用
されていますが、さ
らに幅広い年齢層
や男性が参加しや
すい講座の充実に
取り組む必要があり
ます。

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

３　共
に支
え合
う地
域づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

３　地
区公
民館
の機
能強
化



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

令和4年度　成果指標

指標の説明 目標値 単位
施策の内容

所
管
課

R4下半期R4予算事業名 R4取組内容 R4上半期
番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指標
（KPI）

現状と課題

39

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

３　共
に支
え合
う地
域づ
くりプ
ロ
ジェク
ト

３　地
区公
民館
の機
能強
化

-

2　老朽化して
いる地区公民
館の整備や新
たな地区公民
館の整備に向
けた検討を行
います。

生
涯
学
習
課

　地区公民館は、避
難所の役割も果たし
ていますが、７施設
中３施設は建築年
数４０年を超えてお
り、老朽化している
状況です。

　第２次日向市行財政改革
大綱及び日向市公共施設等
総合管理計画に沿って、老
朽化している地区公民館の
整備や新たな地区公民館の
整備に向けた検討を進めて
いきます。

　個別施設計画に沿っ
て、老朽化が進んでい
る施設については、老
朽度や利用・コストの状
況を総合的に勘案しな
がら廃止、整備や年次
的な改修などの検討を
進めていきます。

　個別施設計画に沿っ
て、老朽化が進んでい
る施設については、老
朽度や利用・コストの状
況を総合的に勘案しな
がら廃止、整備や年次
的な改修などの検討を
進めていきます。

修繕箇所 10 箇所

40

４　自
然豊
かで
快適
な強
いま
ちづく
り

３　自
然が
残る
美し
いま
ちづく
りプ
ロ
ジェク
ト

１　自
然に
親し
む環
境づ
くり

-

1　子どもが自
然環境に触
れ、学ぶ機会
を作ります。

学
校
教
育
課

　総合的な学習の
時間において、自然
環境の調査を行っ
たり、環境保全に関
するボランティアに
取り組んだりして、
身近な環境との関
わり方について考え
させています。

―

　総合的な学習の時間や特
別活動等の学習の中で、自
然環境の調査や環境保全
のボランティアに取り組むと
ともに、ＳＤＧｓに関係する情
報の提供に取り組みます。

　地域の環境の調査を
行ったり、身近な自然
環境の保全のためのボ
ランティアに取り組んだ
りするなど、自然環境と
子どもが関わる場面を
設けます。

　ＳＤＧｓの視点とも関
連させながら、身近な
自然を保全することの
大切さについて学び、
自分にできることにつ
いて考えさせ、今後の
実践意欲を喚起させま
す。

身近な環
境保全を
テーマとし
た学習に
取り組ん
だ学校数
の割合

20 校



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本
目標
名称

施策名称
具体的
な施策
名称

所管
課

予算事
業名

現状と課題 R4取組内容 R4上半期 R4下半期

1

1　生きる
力を育む
教育の推
進

③　特
別支援
教育の
充実

学校
教育
課

障がい
のある
児童生
徒の教
育の充
実に要
する経
費

　児童生徒の特性等に
応じた教育支援への
ニーズは増加傾向にあ
ります。特別支援教育支
援員の適性な配置と通
級指導教室の効果的な
運用が必要です。

　特別支援教育アドバイザーに
よる就学相談に関する支援をは
じめ、小・中学校への特別支援
教育支援員の適正な配置や通
級指導教室の支援の充実を行
います。

　特別支援教育アドバイザーに
よる就学や在籍時の相談・支
援、特別支援教育支援員の配置
や通級指導教室の増設等の充
実を図ります。また、学習上や学
校生活上の支援について、研修
会や学校訪問を通して、支援員
が適切な支援ができるよう指導
に取り組みます。

　特別支援教育アドバイザーに
よる就学や在籍時の相談・支
援、特別支援教育支援員の配置
や通級指導教室の充実を図りま
す。

2

①　児
童生徒
の相談
支援体
制の充
実

学校
教育
課

スクール
サポート
事業

　児童生徒を取り巻く社
会的環境の変化や影響
は、生徒指導上の問題
においても深刻さを増し
ており、解決困難な事案
が発生が懸念されます。
　今後の対応では、命や
人権に係る事案につい
て、消極的な姿勢ではな
く、積極的に発見、予防
を図る指導体制の構築
が必要です。

　生徒指導アドバイザーによる各
学校での生徒指導体制の充実
及び各協議会や専門委員会等と
の連絡・調整を行い、包括的な
生徒指導の体制づくりを支援し
ます。また、児童生徒保護者へ
のメディアコントロールに関する
啓発を積極的に行います。

　各学校での生徒指導部会等に
参加し、課題を抱えた児童生徒
への対応について状況のアセス
メントやプランニングのアドバイ
スを行います。また、市内全ての
学校を目標にメディアコントロー
ルに関する教室を実施します。

　問題が起きにくい雰囲気の醸
成を図るため、各学校の生徒指
導主事を対象とした研修の充実
を図ります。

3

②　児
童生徒
の健康
づくりの
推進

学校
教育
課

就学時
健康診
断に要
する経
費

　新型コロナウイルス感
染症の拡大や学校医等
の新型コロナウイルスワ
クチン接種の対応によ
り、日程や実施体制の
見直しが必要となる可
能性があります。

　新型コロナウイルス感染症の
予防対策を図りながら、次年度
の就学予定者に対し、心身の状
況を把握するために、各診察・検
査を実施し、適正な就学指導を
行います。

　次年度就学予定者に対し、就
学時健康診断を実施するため、
新型コロナウイルス感染症の感
染対策を行いながら、小学校と
学校医・学校歯科医と日程調整
を行い、保護者への案内通知や
実施体制を整えます。

　就学時健康診断を実施し、結
果を保護者及び学校に通知する
とともに、学校生活に支障となる
疾患等について、関係機関と連
携しながら、受診勧奨や就学支
援を行います。

1　教
育文
化

2　魅力あ
る教育体
制や環境
の充実



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本
目標
名称

施策名称
具体的
な施策
名称

所管
課

予算事
業名

現状と課題 R4取組内容 R4上半期 R4下半期

4
学校
教育
課

保健体
育の充
実に要
する経
費

　新型コロナウイルス感
染症の拡大や学校医等
の新型コロナウイルスワ
クチン接種の対応によ
り、日程や実施体制の
見直しが必要となる可
能性があります。

　新型コロナウイルス感染症の
予防対策を図りながら、学校医と
相談し、学校における児童生徒
の健診を実施し、児童生徒の疾
患の早期発見・早期治療等が図
られるように取り組みます。

　児童生徒の健康診断について
は、新型コロナウイルス感染症
の感染対策を行いながら、学校
での実施体制を整え、健診を実
施します。

　児童生徒の学校健康診断の結
果に基づき、日常生活の指導や
受診勧奨などの事後指導を行い
ます。

5
学校
教育
課

安全教
育の推
進に要
する経
費

　安全な学校生活を送る
ためには、学校の環境
について、適正な検査
の実施が必要です。

　学校薬剤師と連携し、水道水
やプールの水質検査、環境衛生
検査を行い、学校での安全管理
に取り組みます。

　水道水やプールの水質検査、
環境衛生検査を実施し、学校薬
剤師が学校に適正な指導を行
い、改善を図ります。

環境衛生検査を実施し、学校薬
剤師が学校に適正な指導を行
い、改善を図ります。

6

学校
給食
セン
ター

給食調
理に要
する経
費（学校
給食セ
ンター）

　児童生徒の心身の健
全な発達、正しい食習慣
を身に付けてもらうため
に安定的に給食の提供
することが必要です。

　市内幼稚園、小・中学校の児
童生徒に安全・安心な学校給食
を提供し、円滑で安定した給食
運営の実施に努めます。

　委託事業者に的確な指示を行
い、事業内容を確認します。

　委託事業者に的確な指示を行
い、事業内容を確認します。

7

学校
給食
セン
ター

安全衛
生対策
に要す
る経費
（学校給
食セン
ター）

　衛生的な施設、作業環
境等を整備することによ
り、安全安心な学校給
食を提供し続けなけれ
ばなりません。

　異物混入の原因となる害虫駆
除を専門業者に委託し、点検、
対策、改善方法の提案を受ける
など施設内外の総合的な衛生管
理を実施し、衛生的な施設・作業
環境を整備します。

　衛生管理・保持に関する備品・
消耗品等の計画的購入、法定検
査等を実施します。

　衛生管理・保持に関する備品・
消耗品等の計画的購入、法定検
査等を実施します。

③　学
校給食
の充実

1　教
育文
化

2　魅力あ
る教育体
制や環境
の充実

②　児
童生徒
の健康
づくりの
推進



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本
目標
名称

施策名称
具体的
な施策
名称

所管
課

予算事
業名

現状と課題 R4取組内容 R4上半期 R4下半期

8

2　魅力あ
る教育体
制や環境
の充実

③　学
校給食
の充実

学校
給食
セン
ター

日向市
学校給
食セン
ター管
理運営
費

　供用開始から７年を経
過し、設備機器の不具
合の頻度が多くなってい
ることから、安全・安心
な給食の提供のため、
設備機器の長寿命化が
必要です。

　調理機器の維持管理を目的に
「壊れる前に直す」ため、長寿命
化計画に基づき、設備機器の点
検、消耗品の交換を実施しま
す。

　カートイン式プレハブ冷蔵庫及
び蓄氷式真空冷却器の点検、部
品交換を実施します。

　厨芥粉砕機及び脱水機の点
検、部品交換を実施します。

9
4　社会教
育の推進

③　自
主学級
活動の
充実

生涯
学習
課

自主学
級事業

　女性学級と高齢者学
級においては、年々実
施団体が少なくなってい
ます。

　趣味や教養に関する学習だけ
でなく、それぞれの年代や地域
社会が抱える課題についての学
習機会が創出できるよう支援し
ていきます。
　特に家庭教育学級について
は、県の事業である「みやざき家
庭教育サポートプログラム」の積
極的な活用を促します。

募集案内、開設説明会の開催、
委託料の交付、活動支援

家庭教育学級学級長会の開催、
実績報告の確認、活動支援

10

①　図
書館機
能の充
実

図書
館

図書館
サービ
ス・資料
の充実
に要す
る経費

　コロナ禍により来館者
および貸出冊数ともに減
少しており、感染拡大防
止に配慮し、安全安心
に利用していただけるよ
うな環境整備に努める
必要があります。

　引き続き図書館サービスや利
便性の向上を図るとともに、利用
者情報の適正化に努めます。

・感染拡大予防に配慮した環境
整備
・マイナンバーカードの図書館利
用カードとしての活用を導入
・図書館利用カードの情報更新
について周知を図ります。

・感染拡大予防に配慮した環境
整備
・マイナンバーカードの図書館利
用カードとしての活用を導入
・図書館利用カードの情報更新
について周知を図ります。

11
②　読
書活動
の推進

図書
館

生涯学
習ボラン
ティア
（図書
館）の育
成事業

　既存のボランティア団
体「友の会」について
は、会員が高齢化してき
ているため、新たなボラ
ンティアの育成に向けて
働きかける必要がありま
す。

　既存団体「友の会」の活動支援
を行うとともに、新たな図書館ボ
ランティアの育成・活用を図りま
す。

・既存団体「友の会」の組織の見
直しについて支援を行うととも
に、読み聞かせ等での活用を図
ります。
・新たな図書館ボランティアと連
携した事業を行います。

・新たな図書館ボランティアと連
携した事業を行います。
・各ボランティア団体と次年度の
活動に向けた協議を行い、事業
計画を立てます。

5　図書館
サービス
の充実

1　教
育文
化



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【教育委員会】

番
号

基本方針 取組項目 実施項目 部局 所管課 R4取組内容 R4上半期 R4下半期

1 教育委員会 教育総務課
　広報ひゅうが、市ホームページ、フェイ
スブック等を活用して、周知を図ります。

－
　広報ひゅうが・市ホームページ、フェイ
スブック等に募集案内を掲載

2 教育委員会 図書館
広報誌の発行
HP運営

図書館だよりの発行
HP情報更新

図書館だよりの発行
HP情報更新

3 教育委員会 生涯学習課
　社会教育活動に関する参加者募集な
ど広報ひゅうがを積極的に活用し、周知
を図ります。

　様々な事業の参加者募集などの告知
を行います。

　講演会や発表会などの告知を行いま
す。

4 教育委員会 図書館 　市民の声を取り入れます。
リクエストサービス
貸出・予約ランキングの把握

リクエストサービス
貸出・予約ランキングの把握

5 職員の育成
災害に対す
る職員対応
能力の強化

教育委員会 教育総務課
　施設を定期的に点検し、危険箇所の把
握を行います。

　定期的な施設点検 　定期的な施設点検

6
市民に開か
れた市役所
づくり

窓口サービ
スの充実

教育委員会 図書館
　市民の要望に的確かつ最大限に対応
します。

レファレンスサービス
マイライン等ネットワーク活用の相互貸
借

レファレンスサービス
マイライン等ネットワーク活用の相互貸
借

7
市民に開か
れた市役所
づくり

電子行政
サービスの
充実

教育委員会 図書館 HP（PC版・携帯版）の活用 HPからのネット貸出予約の受付 HPからのネット貸出予約の受付

8
情報公開と
個人情報の
保護

情報公開制
度と個人情
報保護制度
の適正な運
用

教育委員会 全課
　研修を通して理解を深め、個人情報保
護の適正な運用に努めます。

・不要な個人情報の廃棄処分を行い、適
正な管理に努めます。
・研修に積極的に参加し、理解を深めま
す。
・日向市個人情報保護条例等を遵守しま
す。

・不要な個人情報の廃棄処分を行い、適
正な管理に努めます。
・研修に積極的に参加し、理解を深めま
す。
・日向市個人情報保護条例等を遵守しま
す。

広報・広聴
活動の充実

市政の情報
発信の充実

市民ニーズ
の的確な把
握

市民に信頼され
る行政サービス

の提供

市民に信頼され
る行政サービス

の提供



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【教育委員会】

番
号

基本方針 取組項目 実施項目 部局 所管課 R4取組内容 R4上半期 R4下半期

9 教育委員会 全課
　日頃より業務の改善ができないか注視
し、効果的・効率的な運営ができないか
検討していきます。

　教育委員会部課長会などを通して、情
報共有と連携を図ります。
　日頃から担当業務の改善に努めます。

　教育委員会部課長会などを通して、情
報共有と連携を図ります。
　日頃から担当業務の改善に努めます。

10 教育委員会 図書館 　業務の簡素化・効率化を図ります。 依頼文書、手順の見直し 依頼文書、手順の見直し

11
内部統制体
制の整備

教育委員会 図書館
　主任・副主任を置いて司書等の意見、
事務割り振りを集約します。

　主任・副主任を置いて司書等の意見、
事務割り振りを集約します。

　主任・副主任を置いて司書等の意見、
事務割り振りを集約します。

12
民間活力の
活用

教育委員会 図書館 図書館ボランティアの活用
ボランティアによる読み聞かせ、ブックリ
ペア、花壇の手入れ

ボランティアによる読み聞かせ、ブックリ
ペア、花壇の手入れ

13
ＩＣＴの利活
用

教育委員会 図書館 情報環境の充実

マイナンバーカードの図書館利用カード
としての活用
フリーWi-Fi環境の提供
インターネット端末の設置
端末による蔵書検索・予約等

マイナンバーカードの図書館利用カード
としての活用
フリーWi-Fi環境の提供
インターネット端末の設置
端末による蔵書検索・予約等

14
学校給食費
の公会計化

教育委員会
学校給食セ
ンター

　学校給食費の公会計化に向けて、円滑
な移行に努めます。

給食費管理システムの導入
条例・規則の整備
PTA協議会及び関係機関への説明

学校給食申込等の保護者手続
関係部課、関係機関との調整
給食費管理システム運用テスト

15 教育委員会 全課
　繁忙期においては、課内で協力しなが
ら事務の分担を行い、時間外勤務の改
善を図ります。

　係長会や係会を行い、各担当が取り組
んでいる業務の状況を共有します。

　係長会や係会を行い、各担当が取り組
んでいる業務の状況を共有します。

16 教育委員会 図書館 　無理のない勤務体制に努めます。
　職員の希望を基に勤務日程表を作成し
勤務状況の把握と管理を行います。

　職員の希望を基に勤務日程表を作成し
勤務状況の把握と管理を行います。

効果的・効率的
な行政経営の

推進

行政運営の
効率化の推

進

職員の働き
方改革

効果的・効率的
な行政経営の

推進

計画的な行
政経営の推
進

事務事業の
見直し

行政運営の
効率化の推
進



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【教育委員会】

番
号

基本方針 取組項目 実施項目 部局 所管課 R4取組内容 R4上半期 R4下半期

17
適正な財政
運営

第三セク
ターの経営
健全化

教育委員会
スポーツ・
文化振興課

（公財）文化振興事業団の健全な事業運
営を支援する必要があります。

・運営委員会の開催（毎月１回）
・施設整備の実施（文化交流センター：緞
帳改修工事）

・運営委員会の開催（毎月１回）
・施設整備の実施（文化交流センター：雨
漏り修繕、舞台照明施設修繕、小ホール
ロビー空調設備工事）

18 教育委員会 教育総務課
　定期的な催告、訪問等により、滞納者
の状況把握と納付指導を行います。

納入状況の確認、催告 納入状況の確認、催告

19 教育委員会 生涯学習課
　納入が遅れている場合には、今後も電
話や文書にて催告を行っていきます。

納入状況の確認、催告 納入状況の確認、催告

債権管理の
推進

未来につなげる
財政運営

自主財源の
確保


